
新耐震基準を満たしている町営住宅

粟田 昌子 議員

Q.
高
齢
者
の
買
い
物
難
民

対
策
を

A.
町
独
自
サ
ー
ビ
ス
で

対
応

Q.タウンバスに学割を
A.連携計画を踏まえ、
慎重に実施していく

　
高
齢
で
運
転
免
許

証
を
返
上
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
車
が
な
く
て
は
、

買
い
物
を
ど
う
し
よ
う
。
足

腰
も
弱
く
な
り
、
車
の
な
い

生
活
に
不
安
を
覚
え
て
い
る

お
年
寄
り
が
増
え
て
い
る
。

　
介
護
認
定
ま
で
は
行
か
な

い
狭
間
の
お
年
よ
り
支
援
を

ど
う
す
る
か
。
町
と
し
て
の

施
策
は
何
か
。

　
地
域
事
情
に
よ
り

対
策
は
異
な
る
。
高

齢
者
の
日
常
的
な
生
活
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
町

独
自
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に

　
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン

バ
ス
は
、
学
生
の
利

用
が
少
な
い
。
名
古
屋
市
内

に
通
学
す
る
学
生
の
学
割
や

定
期
券
等
の
制
度
を
導
入
し

て
、
学
生
の
便
宜
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
域
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。

　
本
計
画
で
は
、
と
よ
や
ま

タ
ウ
ン
バ
ス
の
新
し
い
乗
車

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
定
期
券

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
特
に
、
通
学
定
期
券
に
つ

い
て
は
、
先
行
し
て
導
入
を

検
討
す
る
。

　
定
期
券
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
利
用
者
負
担
の
軽
減

や
積
み
残
し
発
生
の
抑
制
等

に
留
意
し
な
が
ら
、
慎
重
に

進
め
る
。

QQ

QQAA

タウンバスに学割を

AA

　
①
豊
山
住
宅
全
体

で
73
・
４
％
、
サ
ニ
ー

コ
ー
ト
若
宮
は
50
％
、
町
営

住
宅
は
96
・
７
％
。

②
町
営
住
宅
は
、
新
耐
震
基

準
で
建
築
さ
れ
て
い
る
た
め

耐
震
診
断
は
不
要
。

③
町
営
住
宅
は
必
要
な
い

　
①
現
在
の
県
営
住

宅
及
び
町
営
住
宅
の

入
居
率
は
。

②
耐
震
診
断
は
ど
う
か
。

③
現
在
の
建
物
の
改
修
工
事

は
ど
う
か
。

QQ

熊沢 直紀 議員

Q.公営住宅の現状と今後の対策は
A.町営住宅は新耐震基準を
満たしている

Q.
中
学
校
の
社
会
科
歴
史

教
科
書
の
採
択
方
法
は

A.
内
容
や
編
集
は
適
切

　
①
市
町
村
教
育
委

員
会
は
、
独
自
の
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

②
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会

で
は
審
議
内
容
が
公
開
さ
れ

る
か
。

③
豊
山
町
は
愛
日
地
区
で
余

り
に
も
広
域
だ
が
、
教
育
委

員
会
よ
り
、
町
単
独
又
は
、

も
っ
と
細
分
化
す
る
よ
う
に

提
言
し
て
は
ど
う
か
。

④
新
た
に
加
わ
っ
た
「
道
徳

心
」「
伝
統
と
文
化
」「
愛
国

心
」
の
理
念
に
基
づ
い
た
教

科
書
の
選
定
を
望
む
が
。

　
ま
と
も
な
「
国
家
観
」・「
日

本
人
と
し
て
の
誇
り
」
を
持
た

せ
る
た
め
に
は
適
切
な
歴
史
教

科
書
を
選
定
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
、教
育
長
の
所
見
は
。

　
①
意
見
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
る
。

②
会
議
は
、
非
公
開
と
さ
れ

て
い
る
。
議
事
録
は
、
公
開

さ
れ
て
い
る
。

③
適
正
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

④
内
容
や
編
集
は
適
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

AA

QQ

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

よ
る
、
買
い
物
を
始
め
掃
除
、

洗
濯
等
の
生
活
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
で

は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
で
は
「
自
立
」
判
定
で
あ
っ

た
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の

高
齢
者
で
、
緊
急
・
一
時
的

に
生
活
支
援
が
必
要
と
な
る

場
合
に
は
、
豊
山
町
ケ
ア
会

議
で
要
介
助
者
認
定
を
受
け

る
だ
け
で
、
利
用
で
き
る
事

業
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』

名
古
屋
空
港
問
題
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